
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８３９０３

挑戦的萌芽研究

2014～2012

全身反応時間および重心動揺による認知機能低下の予測に関する長期縦断疫学研究

Association between comprehensive physical functions and cognitive impairment in a 
community-dwelling elderly population- longitudinal study

８０５８３６６６研究者番号：

李　成吉吉（lee, sungchul）

独立行政法人国立長寿医療研究センター・予防老年学研究部・研究員

研究期間：

２４６５０４５２

平成 年 月 日現在２７   ６ ２３

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、地域在住中高年者を対象とした縦断的検討により、認知機能の低下を早期に把
握可能な身体機能を明らかにすることを目的としている。対象者は、年齢性別に層化無作為抽出された地域在住６０歳
以上の中高年男女５５７人を対象とした。MMSEの各cut-off point（２３、２６、２７点）に関連している身体機能は
性別に異なっており、その中全身反応時間は全てのMMSEのcut-off pointと関連が認められた。また、鬱との関連にお
いても全身反応時間は有意な関連が認められた。このような結果から全身反応時間は男女を問わず認知機能低下や鬱の
予測因子であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We examined whether physical function predicts subsequent cognitive decline in 
older Japanese. The subjects were 557 adults aged 60 years or older who completed the baseline of the 
NILS-LSA in Japan. We examined associations at baseline and over a 8-year follow-up period between MMSE 
cut point and six physical performance measures. Reaction time is related to the cut-off point of all the 
MMSE was observed. Moreover, reaction time in connection with the depression was significantly 
associated. Reaction time was found to be a predictor of cognitive decline and depression, regardless of 
gender.
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１．研究開始当初の背景 

 認知症は、一次予防の観点からも、認知症

や軽度認知機能障害（MCI）に至る前に、簡

便な評価法による認知機能低下の早期発見

が重要である。一方、アルツハイマー病では

超早期から PET で後帯状回のブドウ糖取り

込みが特異的に減少していることが知られ

ている。後帯状回は姿勢保持などの身体機能

とかかわっている可能性があり、両側後帯状

回梗塞により、運動麻痺を伴わないにも関わ

らず姿勢保持や基本動作に困難を呈した症

例の報告がある。そのため、敏捷性や平衡機

能の低下は、この後帯状回の異常に伴って出

現し、MMSE などにより判定されるような

認知機能評価項目の低下前に現れる可能性

があり、認知症の超早期の診断に役立つと考

えられる。そこで本研究では、敏捷性や平衡

機能のような運動機能を用いて、12 年以上の

長期縦断疫学調査の蓄積データを活用し、以

下の 3 点を明らかにすることを目標とする。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、無作為抽出された地域在住中

高年者を対象とした縦断的検討により、どの

身体機能が認知機能と関連し、低下予測でき

るかを早期に把握可能な身体機能を明らか

にすることを目的としている。 

 

３．研究の方法 

（１）対象者：対象者は「国立長寿医療研究

センター・老化に関する長期縦断疫学研究」

の第 2 次及び 8 年後の第 6 次調査に共に参加

した 60-80 歳の男性 293 人, 女性 264 人とし

た（第 2 次調査時に MMSE23 点以下あるい

は認知症・パーキンソン病の既往のあった者

は除外した）． 

（２）測定項目: NILS-LSA の第 1 次から第

7 次調査で行っている以下の項目を用いる。 

① 身体機能：全身反応時間、10m歩行速度、

握力、閉眼片足立ち、脚伸展筋力、脚伸展パ

ワー 

① 認知機能：MMSE（Mini-Mental Sate 

Examination） 

① うつ：CES-D（うつ自己評価尺度） 

 

（３）解析 

 第6次調査時のMMSE得点低下の有無（３

点以上低下、cut-off point23,26,27 点以下へ

の低下）を目的変数とし, 対象者を第 2 次調

査時の体力(閉眼片足立ち, 全身反応時間, 脚

伸展パワー, 膝伸展筋力, 握力, 10ｍ速歩速

度)で3分位に分け, それぞれの影響について

交絡要因を調整した多重ロジスティック回

帰分析で性別に検討した。 

 

４．研究成果 

[結果１—身体機能と MMSE３点以への低下

との関連] 

 追跡期間中 MMSE 得点が 3 点以上低下し

た人は男性 52 人, 女性 46 人であった. 年齢, 

教育歴, 既往歴, うつ, 身体活動量などを調

整したモデルで, 男女ともに脚伸展パワーは

下位群に比べ上位群の方が 8 年後の MMSE

得点の低下リスクが低く, 男性でのオッズ比

は 0.28（95%信頼区間：0.10 - 0.78）, 女性

では 0.30（0.10 - 0.89）であった. また、全

身反応時間の場合、男性では 1.75（0.68-0.93），

女性は 1.88（0.33-0.86）であった。しかし, そ

のほかの体力項目と認知機能との関連は認

められなかった．男女ともに脚伸展パワーと

全身反応時間は 8年後の認知機能低下との関

連が認められ, 脚伸展パワーと全身反応時間

を高く維持することは認知機能の低下予防

に繋がる可能性が示唆された. 

 

[結果 2-身体機能と多様な MMSE cut-off 

point との関連] 

 認知機能低下の評価に用いる MMSE の

cut-off point は多様であることからそれぞ

れの身体機能が MMSE の多様な cut-off 



point（23,26,27 点）にどのような影響を与

えているかについて検討を行った。その結果、

男性では、閉眼片足立ち、全身反応時間、脚

伸展パワー、脚伸展筋力が MMSE23 点以下

への低下と関連が認められた（オッズ比：0.41

〜1.61）。しかし、MMSE26 点以下への低下

と関連が認められたのは全身反応時間のみ

であった（オッズ比：1.26）。27 点以下への

低下とはすべての身体機能で関連が認めら

れなかった。女性においては全身反応時間と

握力が MMSE23 点と 26 点への低下と関連

が認められた（オッズ比：0.54〜1.74）。特に

全身反応時間は MMSE27 点以下への低下と

も関連が認められた（オッズ比：1.14）。また、

歩行速度や歩幅では女性のみに MMSE23 点

以下への低下と関連していた（オッズ比：

0.46-0.71）。 

 

[結果 3-身体機能とうつとの関連] 

 身体機能とうつの事項評価尺度として

CES-D の得点との関連においては男女とも

に全身反応時間、脚伸展パワー、握力、歩幅、

歩行速度が関連していた（オッズ比：0.63〜

1.55）。 

 

[結語] 

 本研究は身体機能と認知機能との関連を

調べ、身体機能により認知機能低下の予測が

可能かどうかについて検討した。また、認知

症の危険因子であるうつとの関連について

も検討を行った。身体機能の内、全身反応時

間は性別および認知機能低下の程度を問わ

ず認知機能が低下する前の段階でスクリー

ニングのツールとして利用可能性が確認で

きた。しかし、認知機能の評価項目として比

較的精度が低い MMSE だけを用いた検討を

行ったため、より客観的な評価指標(例：MRI

による脳の萎縮度)による解析が必要である

と考えられる。一方、先行研究では、認知機

能の低下が身体機能の低下をもたらすとい

う報告もあり、MRI などによる脳萎縮と身体

機能との経時関係についても検討する必要

性あると思われる。 
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